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55年 

町 の 人 口 

人 口 9,386 人 （増25) 

男 4,499 人 （増8) 

女 4,887 人 （増17) 

世帯数 3,031世帯（増16) 

出生 3人 転入 79人 

死亡 8人 転出 49人 

(55年4 月末日現在） 

( ）内は前月との増減 

（堂々の入場行進する各地区選手団・写真田は準備体操） 

盛況．ク町民体育祭典に酔う 
健康づくりと触れ合いを求めて 

赤池町民体育大会実行委員会主催の第19回町民体育祭が五月晴れに恵まれた5月18日、 

町民グラウンド（競技場）で盛大に行われました。 「年に一度、町民がひとつの会場に集 

う」この祭典は、町内各地区より“健康づくりと触れ合いを求めて，，約3,500人か競技場 

をうずめ、午前9時30分、可学生60 m競争を封切りに、地区子ども対抗リレー、青年対抗 

リレー、壮婦混合対抗リレー、公民館対抗リレー、職場対抗リレー、借物競争、玉入れな 

ど子供から老人までの参加により行われ、各プログラムごとに頑張れの応援と大歓声がと 

び、文字どおり町民H本となっての体育祭でした。町民の皆さんの積極的な参加と各種競 

技への応援ありがとうございました。来年も頑張りましょうク 
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五
月
晴
れ
の
害
忙
法
記
念
日
、
子
ど
も
 

会
育
成
連
絡
協
議
会
主
催
の
第
三
回
親
 

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
町
民
グ
ラ
ウ
 

ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

各
地
区
よ
り
十
九
チ
ー
ム
、
 
「
百
四
 

十
七
人
の
参
加
に
よ
り
行
わ
れ
た
こ
の
 

大
会
は
、
激
戦
激
闘
の
末
、
カ
ナ
リ
ヤ
 

子
ど
も
会
（
ニ
十
四
支
所
犬
丸
平
助
会
 

長
）
が
、
決
勝
で
竹
の
子
子
ど
も
会
（
 

八
支
所
）
を
破
り
初
優
勝
し
ま
し
た
。
 

な
お
、
昨
年
優
勝
チ
ー
ム
の
十
二
支
 

所
子
ど
も
会
は
二
回
戦
で
敗
退
。
 

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

●
決
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戦
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さ
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よ
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子
供
会
育
成
連
絡
協
議
会
 

の
新
役
員
が
決
り
ま
し
た
 

昭
和
五
十
五
年
度
、
赤
池
町
子
ど
も
 

会
育
成
連
絡
協
議
会
の
新
役
員
が
、
四
 

月
二
十
一
日
の
総
会
で
次
の
と
お
り
決
 

、

ノ

 

、
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交
通
事
故
の
ず
二
倍
 

六
月
ー
八
月
…
…
と
く
に
ご
注
意
を
 

毎
年
、
六
月
を
迎
え
る
と
、
子
供
の
 

水
の
事
故
が
増
え
は
じ
め
、
夏
休
み
を
 

含
む
六
ー
八
月
の
三
カ
月
間
は
、
 
一
年
 

の
う
ち
で
も
水
に
よ
る
犠
牲
者
が
最
も
 

多
い
時
期
で
す
。
 

昨
年
の
例
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

六
ー
八
月
中
に
、
海
や
川
、
池
、
あ
 

る
い
は
用
水
池
な
ど
で
亡
く
な
っ
た
り
 

行
方
不
明
に
な
っ
た
子
供
（
中
学
生
以
 

下
）
は
、
全
国
で
五
百
十
人
を
数
え
て
 

い
ま
す
。
 

同
じ
時
期
に
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
 

た
子
供
二
百
七
十
六
人
に
比
べ
ま
す
と
、
 

ほ
ぽ
二
倍
の
犠
牲
者
が
出
て
い
る
の
で
 

す。 年
齢
別
に
見
て
み
ま
す
と
、
五
百
十
 

人
の
犠
牲
者
の
半
数
、
二
百
五
十
五
人
 

が
就
学
前
の
幼
児
で
す
。
こ
の
う
ち
八
 

割
近
い
二
百
三
人
が
用
水
池
や
海
、
川
、
 

池
な
ど
に
「
転
落
し
て
」
亡
く
な
っ
て
 

い
ま
す
。
 

小
学
生
の
場
合
は
、
百
九
十
七
人
の
 

う
ち
、
水
泳
中
や
魚
を
と
っ
て
遊
ん
で
 

い
る
間
に
「
深
み
に
は
ま
っ
て
」
し
ま
 

っ
た
ケ
ー
ス
が
最
も
多
く
、
八
十
一
人
。
 

次
い
で
、
通
行
中
や
水
遊
び
中
の
 
「転 

【
水
辺
で
の
遊
び
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
】
 

り
ま
し
た
。
 

（
加
入
総
数
 24 

団
体
）
 

▼
会
長
岩
城
辰
美
（
再
）
中
央
 
▼
副
会
 

長
柴
田
幹
也
（
新
）
四
区
（
体
育
担
当
）
 

▼
副
会
長
堀
秀
雄
（
新
）
ォ
リ
オ
ン
（
 

組
織
対
策
担
当
）
 

・
▼
副
会
長
」
立
花
昇
 

（
新
）
つ
く
し
（
総
務
担
当
）
 

▼
副
会
 

長
早
川
久
美
子
（
新
）
伏
原
（
文
化
広
報
 

担
当
）
 

▼
会
計
大
穂
稔
（
再
）
こ
ば
ど
 

▼
監
査
太
田
勝
正
（
新
）
三
区
 
▼
監
 

査
三
浦
伸
子
（
新
）
つ
く
し
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ト剣道少年部親子競技会ぐ 

四
月
十
三
日
（
日
）
、
小
雨
降
る
あ
い
 

に
く
の
天
候
の
中
、
市
場
小
学
校
体
育
 

館
に
お
い
て
、
少
年
部
八
十
名
、
父
兄
 

六
十
五
名
、
総
勢
白
四
十
五
名
の
参
加
 

に
よ
り
、
恒
例
の
親
子
対
抗
競
技
会
が
 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

競
技
は
ぶ
っ
つ
け
本
番
で
親
子
共
々
 

戸
惑
い
や
、
し
く
じ
り
で
大
笑
い
。
マ
 

落」 

が
四
十
七
人
と
な
っ
て
い
ま
す
o

ァ
 

中
学
生
で
は
、
五
十
八
人
の
う
ち
約
 

半
数
が
水
泳
中
に
「
深
み
に
は
ま
っ
た
」
 

り、 

「
波
に
さ
ら
わ
れ
て
」
亡
く
な
っ
 

て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
水
の
事
故
の
約
七
割
が
、
 

保
護
者
（
同
伴
者
）
が
そ
ば
に
い
な
い
 

と
き
に
起
き
て
い
ま
す
。
 

こ
の
時
期
は
と
く
に
水
遊
び
を
す
る
 

こ
と
が
多
い
の
で
、
ふ
だ
ん
か
ら
子
供
 

の
遊
び
場
所
を
知
っ
て
お
き
、
危
険
な
 

場
所
に
は
子
供
た
ち
だ
け
で
行
か
せ
な
 

い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
保
護
者
の
配
慮
 

が
必
要
で
す
。
 

そ
の
ほ
か
、
子
供
を
水
の
事
故
か
ら
 

守
る
た
め
、
と
く
に
次
の
よ
う
な
点
に
 

【
な
か
な
か
ロ
に
入
り
ま
せ
ん
・
 

パ
ン
食
い
競
争
よ
り
】
 

メ
食
い
で
は
顔
巾
工
具
白
に
お
化
粧
の
お
 

母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
。
パ
ン
食
い
で
は
 

思
う
よ
う
に
食
べ
ら
れ
な
い
で
、
じ
れ
 

っ
た
い
お
母
さ
ん
。
親
子
剣
道
手
合
わ
 

せ
で
、
生
ま
れ
て
初
め
て
防
具
を
身
に
 

着
け
た
お
母
さ
ん
は
、
小
さ
な
子
供
に
 

面
を
う
た
れ
て
、
思
わ
ず
悲
鳴
を
あ
げ
 

て
逃
げ
る
お
母
さ
ん
。
筋
書
き
の
な
い
 

ド
ラ
マ
を
見
る
よ
う
で
、
終
日
、
 
爆
笑
 

の
渦
が
た
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

楽
し
い
中
食
は
、
朝
早
く
か
ら
ク
お
 

に
ぎ
り
4

や
力
お
で
ん
4

作
り
と
大
変
 

で
し
た
が
、
親
子
一
緒
の
物
を
食
べ
な
 

ー
が
ら
の
会
話
は
“
豊
ク
の
よ
う
に
見
う
 

け
ま
し
た
。
 

障
害
物
競
走
を
最
後
に
、
楽
し
い
一
 

日
を
過
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
 

ん
、
本
当
に
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。
 

？
フ
 

り
の
 

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

▼
家
の
近
く
に
、
た
め
池
や
用
水
池
な
 

ど
が
、
危
険
な
状
態
の
ま
ま
放
置
さ
れ
 

て
い
る
と
き
は
、
警
察
に
連
絡
す
る
か
、
 

所
有
者
や
管
理
者
に
伝
え
て
、
サ
ク
や
 

フ
タ
な
ど
を
し
て
も
ら
う
。
 

▼
と
く
に
雨
が
降
っ
た
後
な
ど
は
、
川
 

や
用
水
池
の
水
位
が
上
が
っ
て
お
り
、
 

危
険
で
す
。
子
供
を
近
づ
け
な
い
よ
う
 

に
気
を
つ
け
る
。
 

▼
水
辺
に
い
る
と
き
は
、
子
供
か
ら
目
 

を
は
な
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。
 

▼
子
供
だ
け
で
危
険
な
水
辺
で
遊
ん
で
 

い
る
の
を
見
か
け
た
と
き
は
、
ひ
と
声
 

か
け
て
注
意
し
、
も
っ
と
安
全
な
場
所
 

で
遊
ぶ
よ
う
に
し
む
け
る
。
 

六
月
は
梅
雨
シ
ー
ズ
ン
。
 

長
雨
や
生
否
点
水
雨
な
ど
に
よ
っ
て
地
 

盤
が
ゆ
る
み
、
が
け
崩
れ
や
地
す
べ
り
 

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
 

ふだんから 

防災体制づくりを 

三がけ崩れ防災週間呈 

6月1日～7日 

特
に
、
最
近
で
は
宅
地
の
需
要
増
な
 

ど
か
ら
、
危
険
な
が
け
の
近
く
や
山
地
 

を
開
発
し
た
造
成
地
に
家
を
建
て
る
こ
 

と
が
多
く
な
っ
た
た
め
に
、
ひ
と
た
び
 

和
名
 
水
無
月
（
み
な
づ
き
」
 

農
事
を
皆
な
し
つ
く
し
た
月
と
い
う
 

こ
と
か
ら
、
六
月
を
水
無
月
と
い
う
。
 

1
日
（
日
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
戸
タ
m
) 

電
波
の
日
 
気
象
記
念
日
 

写
真
の
日
 
更
衣
 

水
道
週
間
 

4
日
（
水
）
 

虫
歯
予
防
デ
ー
 

ロ
腔
衛
生
週
間
は
じ
ま
る
 

5
日
（
木
）
 

世
界
環
境
デ
ー
 
芭
種
 

7
日
（
土
）
 

計
量
記
念
日
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
押
タ
m
) 

8
日
（
日
）
 

虫
供
養
 

10 

日
（
火
）
 

時
の
記
念
日
 

11 

日
（
水
）
 

入
梅
 

15 

日
（
日
）
 

父
の
日
 

17 

日
（
火
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
声
タ
m
) 

21 

日
（
土
）
 

夏
至
 

22 

日
（
日
）
 

衆
・
参
議
院
議
員
選
挙
、
 

最
高
裁
国
民
審
査
投
票
日
 

票
日
（
7
時
ー
 18 

時） 

23 

日
（
月
）
 

ふ
み
の
日
 

30 28 27 25 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ー
 

沖
縄
慰
霊
の
日
 

日
（
水
）
 

救
ら
い
の
日
 

日
（
金
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
？
ン
タ
m
) 

日
（
土
）
 

貿
易
記
念
日
 

日
（
月
）
 

大
は
ら
い
 

▼
人
生
意
気
に
感
ず
 
短
気
は
損
気
▲
 

J
 

し
 

が
け
崩
れ
が
発
生
す
る
と
大
き
な
被
害
 

を
招
く
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
 

な
か
で
も
、
こ
う
配
が
三
十
度
以
上
 

で
、
高
さ
が
五
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
方
 

が
け
崩
れ
危
険
区
域
4

に
家
が
五
戸
以
 

上
あ
る
と
こ
ろ
は
、
全
国
で
約
六
万
四
 

千
か
所
も
あ
り
、
約
百
万
戸
が
危
険
と
 

ク
同
居
4

し
て
い
ま
す
。
 

が
け
崩
れ
は
、
 

一
瞬
に
し
て
家
屋
・
 

人
命
が
失
わ
れ
る
恐
ろ
し
い
災
害
で
す
。
 

昭
和
四
十
五
年
か
ら
昨
年
ま
で
の
十
年
 

間
に
発
生
し
た
が
け
崩
れ
は
五
千
回
以
 

上
、
死
者
約
七
百
七
十
人
、
負
傷
者
約
 

九
百
人
、
家
屋
の
全
壊
・
半
壊
合
わ
せ
 

て
一
万
戸
以
上
と
い
う
数
字
が
、
そ
の
 

痛
ま
し
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
 

六
月
一
日
か
ら
七
日
は
「
が
け
崩
れ
 

防
災
週
間
」
で
す
。
長
雨
や
豪
雨
の
と
 

き
は
も
ち
ろ
ん
、
地
震
や
地
震
の
後
の
 

雨
も
が
け
崩
れ
の
赤
信
号
。
 

ク
い
ざ
ク
と
い
う
と
き
に
備
え
て
、
 

災
害
防
止
の
た
め
の
工
事
を
し
た
り
、
 

避
難
方
法
や
避
難
場
所
な
ど
窒
象
族
で
 

話
し
合
い
、
防
災
体
制
づ
く
り
を
し
て
 

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
 


